
































brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk































































































































































































































































































































































































































































「学生ファクトチェッカーのためのウェブ・リテラシー （Web Literacy for Student Fact-Checkers）」
という大学用のオンライン教科書もあります。この本には「横読み」についての具体的かつ詳細な
解説が書かれています。誰でもダウンロードできるので、参考にすると良いでしょう。
日本の学校のインターネットは、ほとんどがフィルタリングをかけているため、ネットを自在
に検索しようとすると限界があります。このような学習に使うならば、子どもたちがさまざまな
デバイスを自由に持ち込んでそれを使える環境が必要になります。そのためには「デジタル・シ
ティズンシップ」教育が必要になります。子どもたちはすでにデジタル世界を生きています。今
すぐにでもデジタルの市民として生きるために必要なスキルや知識を幼稚園から大学まで系統的
に身に付けさせる教育が「デジタル・シティズンシップ」教育です。アメリカだけではなく世界
中に広がりつつあります。
【メディア情報リテラシー】
国際図書館連盟（IFLA）やユネスコが進めているプログラムが「メディア情報リテラシー」
プログラムです。IFLAは、2015年に公開した「学校図書館ガイドライン第 2版」で、従来の
「情報リテラシー」から「メディア情報リテラシー」という用語に変えました。ユネスコの協力
団体であるため、ユネスコの考え方を取り入れたのです。ガイドラインには「責任と倫理をもっ
て社会に参加する生徒の発達」と書いてありますが、この背景には先ほどの「デジタル・シティ
ズンシップ」の考え方があります。「メディア情報リテラシー」は「情報リテラシー」と「メデ
ィア・リテラシー」を統合したものです。ただし、「メディア情報リテラシー」は広い概念であ
り、ニュース・リテラシーはもちろん、デジタル・リテラシーやシネマ・リテラシー、表現の自
由リテラシー、コンピュータ・リテラシーなどさまざまなリテラシーを含んでいます。つまり、
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「メディア情報リテラシー」はとても幅の広い概念なのです。
ユネスコは 2011年から「メディア情報リテラシー」概念を使い始めており、先見の明があっ
たと言えると思います。ユネスコの「メディア情報リテラシー教育の目的」の第一項目は「未来
の市民としての能力の育成」です。つまりメディア情報リテラシーはシティズンシップと強い繋
がりがあるのです。
【ワークショップの事例紹介】
私が付属の法政第二中学校で最初に取り組んだ実践はオンライン情報チェックリスト方式を用
いたものでした。それからメディア・リテラシーの 5キー・クエスチョンも導入しました。さ
らにファクトチェック、すなわち真偽検証の実践にも取り組みました。ただし、ファクトチェッ
ク実践の対象は大学生でした。中学校・高校でやるためには工夫が必要です。スマホを用いるの
も一つの方法でしょう。いずれにしても中学高校段階でのファクトチェックを取り入れた実践は
まだ模索段階です。
一方、オンライン情報評価チェックリストと 5キー・クエスチョンの活用は比較的容易です。
具体的に言えば、オンライン情報評価の「だいじかな」チェック、そして 5キー・クエスチョ
ンの「さぎしかな」チェックの活用です。この二つを使えばとりあえず情報リテラシーとメディ
ア・リテラシー、すなわちメディア情報リテラシーの教育実践になります。
法政第二中学校では、2年生の国語の時間を用いて実践しました。学校図書館の中にある教室
を利用しています。一クラスまたは二クラス合同で 2コマずつ、8クラスあるため合計 16コマ
の授業を行っています。一人ですべてのコマを担当することは困難であるため、東京新聞の記者
の鈴木賀津彦さんにも手伝っていただきました。
　また埼玉県立伊奈学園総合高校でも同じように図書館で授業を行いました。このときも 2
クラス一緒に行いましたので、小さい図書館に 100人近い生徒が入ってぎゅうぎゅう詰めにな
りました。授業後に学校司書による関連図書の解説と展示を行っていただきました。このときの
授業は「偽ニュースどう察知・真偽見極め学ぶ」と見出しがつけられて埼玉新聞の記事になって
います（2018年 3月 22日）。
実際の授業内容を紹介しましょう。毎年 1月ごろになるとオンラインに必ず出回る「特定菓
子贈与禁止法案可決」というニュースがあります。一見すると本物の新聞記事のようです。内容
は馬鹿げているため、みんながすぐに「嘘だ」と言います。しかし、理由を聞いてもすぐに新聞
社名や発行日がないという意見は出てきません。そこで『だいじかな』チェックリストで考えよ
う」と言うと、「だいじかな」の「だ」（だれ）、つまり情報の発信者である新聞名がないことに
気がつきます。そして「い」（いつ）の発行日付もないことにもすぐに気がつきます。バレンタ
インデーの話なので、中には「僕もバレンタインデー禁止に賛成です」と言う生徒もいます。導
入のネタとして非常にわかりやすく、授業が盛り上がります。チェックリストを用いて理由を考
えさせることがとても大事です。
さらにここで終わらせるのではなく、ファクトチェックの方法である「横読み」にも触れま
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す。これは Googleの画像検索です。画像検索をさせると、このように似たようなニュースがい
っぱい出てきます。中には「『バルス』投稿禁止」とか、こんなものもあります。こうやって画
像検索させると、その記事とよく似た記事や関連記事を読むことができるのです。まさにこれが
「横読み」の一例ですが、パソコン等を使って実際に生徒自身に調べさせる必要があります。
次に取り上げたのは CNNの「UFOを撮影？　国防総省が動画公開」というニュースです。
このニュースの評価は教師や学校司書を対象としたワークショップでも意見が分かれる良い事例
です。中学生や高校生にありがちな意見は「僕は UFOはいると思う」とか「いないと思う」と
いったものです。しかし、UFOがいるかどうかを問題の対象にしているのではありません。ア
メリカの国防省が UFOと思われる動画を公開したニュースを対象にしています。「横読み」の
観点から、同じニュースを調べてみると、日本語の検索だけでも CNN以外にニューズウィーク
にも記事があることが分かります。画像検索や動画検索をするとこんなにたくさん出てきます。
このような「横読み」の指導は中学生や高校生には見せるだけではなく、実際にやらせることが
必要です。もし、スマホ持ち込み可の学校ならば、スマホを使って授業中に指導することもでき
ます。
次はメディア・リテラシーについて解説します。新聞に掲載された写真 Aと B（メルケル首
相、トランプ大統領、安倍首相が写った 2枚の写真）を比較して同じ部分と違う部分を考えさ
せる問題です。
実際にはいきなりやるとなかなか答えが出てこないので、「どちらかは日本の政府がオンライ
ンで出した写真です、どちらが日本の政府が出した写真でしょうか？」という質問に変えると出
てきます。ちなみに皆さんはどちらだと思いますか？ Aだと思う人？（挙手）Bだと思う人？
（挙手）…やっぱり意見が分かれますね。Aがちょっと多いかなという感じですね。これをやる
と結構議論になります。
大事なことは、理由をディスカッションすることです。なぜそう思ったのか、いろんな意見が
あり、議論としては面白いのです。これは「さぎしかな」チェックを用います。表現技法がポイ
ントです。先ほどの写真でいうと、「安倍さんはどこに立っていて誰を見ている？」…視点や表
現があるというわけですね。「じゃあ読む人はどんな解釈をするだろうね？」「その背景にある価
値観は何？」「なんでその写真を使ったの？だって同じときに撮った写真じゃない、敢えてその
写真を使っているのはなぜ？」と考えさせます。答えは、左側は安倍首相の Twitterで出された
写真、右側はロイター通信が出した、もともとはドイツ政府が公表した写真です。なぜこっちの
ほうを選んだのかというと、右側はメルケル首相とトランプ大統領が差しで向かいあって、まる
でメルケル首相がトランプ大統領を諭しているかのような構図ですね。左側を見るとメルケル首
相は横を向いているから、安倍首相が全面に出ている写真に見えますね。もちろん右のほうが圧
倒的に海外では流通した写真ということになります。
次は、「さぎしかな」チェックをしましょう。JLAの夏季研究集会でも使われた「テレビパン」
という映像です。YouTubeで探せば直ぐに見つかります。明らかな嘘のニュースです。「逮捕さ
れた」という人は、本当は何も悪いことをしていません。だけどニュースの作風で作られている
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ためにニュースっぽく見えます。「さぎしかな」チェックの材料として適しています。
そのあと、松本サリン事件の時のニュース映像です。これは本物のニュースですが、実は大冤
罪のニュースでした。ほぼ一年間、マスコミはまったく無罪の人を追いかけて、犯人であるかの
ように報じました。なぜみんな信じてしまったのか、どんな表現がされているのか、ニュースと
いう表現技法がどんな効果を持っているのか考えさせます。そして、松本美須々ヶ丘高校放送部
の生徒が作ったドキュメンタリー「テレビは何を伝えたか 　松本サリン事件のテレビ報道から」
の一部を見せます。高校生たちは長野県の放送局をインタビューして事件の背景に迫っていきま
した。
ニュースにはニュースの作風があり、それによって僕たちは無実の人であっても犯人だと思わ
されているかもしれない、ということを学ぶわけです。このように、表現の技法やメッセージの
背景にある目的や効果を考えさせることができます。一歩立ち止まって考えるということはとて
も重要なのです。これがすなわちメディア・リテラシーの考え方なのです。
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